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また、 音声言語教青の系譜を辿る中で、 「 匡語科に
おけるコミュニケ ーション指導として示される実践・



















































語の場合に比較して、 強く、 しかも、 桔互の人格全体
の問題として残ることが多い。 軽視してはいられない




























えもその一部なわけですが、 それにも、 ためいき、 う
めき、 叫び、 うなりなどがあり、 ことばはそれらのー
47 
部であるとともに、 整序されたものに違いないJ17と






































































































































































































実践は、 高播がゲスト ・ ティーチャ ーとして指導を担








あった 『平家物語J を、 テキストに音声化しやすい工
夫を施し、 生徒が群読の活動に取り組みやすいように
配窟、がされている。
また、 この群読の台本では、 「語り手J 「与一Jの読
み手だけでなく、 「平家軍Jや 「源氏軍Jに加え 「舟J
f粛jf嵐jといったものまで群読の読み手として役を
与えている。 例えば 「扇jの役を立てることの理由と
















































































































た、 身体性を音声言語教育の視野に入れ、 音声言語 コ
SI 
ミュニケー ションを全人的行為として幅広く捉える中








な集団に限られており、 コ ミュニケ ー ションの質が多




















異質な集団との コ ミュニケー ションに発展することが
できる。face-to-faceが コ ミュニケー ションの基本に
あると言っても、 学校教育において音声言語教育をそ
こに坂教するわけにはいかない。 その意味では、 変化



































































31 高楼俊三「単元 構成私案一聞くこと ・ 話すことと
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